
赤岳アイスクライミング 山行報告 

 

  

【日程】12月 14日（土）－12月 15日（土） 

【参加者】狩野・時田・岩井・山口・滝口（記録） 

【行程】 

12/14 6：30 JR千葉駅北口→10：00美濃戸口着 

    11：00 美濃戸口→ 15：30 行者小屋テン場→ 17：00宴会→ 22：00就寝 

12/15 5：00起床 7：30 行者小屋発→ 8：00 赤岳鉱泉→  

8：30アイスキャンディー →12：00終了 13：30赤岳鉱泉下山→ 

15：30美濃戸口 

【内容】 

12/14 6：30千葉駅出発、途中 2回休憩。美濃戸口へ 10：00前に到着。駐車料金 1000円。同乗者人数

分、八ヶ岳山荘にてコーヒーや、ココアが無料。一般客は一杯 500 円。2 人以上で行けば元は取れる。

トイレ有、協力金 100円。 

天気： 登山口・晴れ  行者小屋・曇/ユキ 

後続、金 P を待ち、合流。美濃戸口より登山開始。それぞれ重量 20～30kg のザックを背負い出発。冬

装備はかさばるし、重い…金 Pの池田さんヘアスタイルがファンキーで話題に！ 

台風の影響で、橋がながされており、補修箇所が結構あった。 

  

荷物も重かったため、ゆっくりペース。普段、山に行かない運動不足の自分には助かった。 

行者小屋到着後 1～2時間、氷に取りつく予定であったが、途中で時間的に無理なため、当日は宴会に向



けて気持ちを切り替える。 

15：30 行者小屋到着。小屋は閉鎖されていた。トイレは２つだけ稼働。水場あり。 

既に合流予定の西岡 P、佐藤 P は到着しておりジャンボテントが１張りされていた。ちば山以外には、

テントは 10張りもなかった。宴会場（カマテン）設営のため、皆で協力して準備を進める。グラウンド

はカチカチに凍っており、ツルツルの足場。ピッケルで氷を砕き転倒のリスクヘッジ。テン場代徴収の

ために若い兄ちゃんが赤岳鉱泉より出張にきていた。代金回収後、そそくさと赤岳鉱泉へもどっていっ

た。 

気温はかなり冷え込んでいる。 

17：00宴会開始。夕食のメニューは、ポテトサラダ、鍋、カレーうどん。疲れた、冷えた体には染み込

む、サイコーの晩餐だった。美味しかった。他持ち寄りの、おつまみ。そして酒、酒、酒。アルコール

の量が半端ない。さすが山屋、おそるべし。途中、自己紹介タイム、来期に行きたい山の発表タイムを

挟み、飲んで飲んで、食べて食べて 21：00過ぎまで宴会は続き、22：00就寝。 

 

 

 

2日目 

12/15 5：00起床。天気：晴れ。 

朝食すませ、撤収。全員で集合写真をパチリ。7：30硫黄岳に登る予定の金Ｐと共に赤岳鉱泉へ向けて出

発。 

 

 

  



 

途中の枕木にはマムートのエンブレムが打ち込みされていた。かっこイイ。マムートの枕木。多分とい

うか、間違いなく非買品。プライスレス。ヘリポートも赤岳鉱泉手前に有り。 

 

マムートのエンブレム！？ 

  

 

8：00赤岳鉱泉到着。ここで、当日金Ｐと合流して硫黄岳に登る小宮山さん、秋本さん、下牧さんと合流。

硫黄岳パーティーを見送る。 

赤岳鉱泉では、小屋内に飲料水あり。テイクフリーのようで各自水分補給。水の味が、鉄の味、さすが

鉱泉。 

気温が高く、氷の状態も微妙だね、ということで、赤岳鉱泉に設営されている「アイスキャンディー

（人口氷壁）」にて遊ぶことに。1000 円/1 人。他、アイスバイル、アイゼン、冬靴などのレンタルも有

り。何れも高価な道具なため、現地で試すことができることはありがたい。検討しているものがあれば、

レンタルして感触をためしてから、購入決断という手段が〇マルなのかな。 

 

 

テン場からの朝焼け 

 

テン場 撤収後、出発 



  

 

激重荷物の狩野パイセン 

アイスキャンディーは当日 12/15より登攀ＯＫの様子。我々、狩野組以外の利用者はいなく、貸し切り！

注意事項の説明を受けて、スタート。狩野組長がトップロープをかけ、準備ＯＫ。1人 5回は登ること！

と時田姉さんよりノルマが課せられ、快晴、気温も暖かい中、バイルが氷を砕く感触、アイゼンを氷に

突き刺す感触を皆楽しみながら、テンション上げ上げで繰り返し登る。 

 

   

ノルマも楽しくクリア。12：00には切り上げ、赤岳鉱泉の小屋にてランチ。もつ煮、美味！ 

12：30頃時間切れのために下山してきた金Ｐと合流。金Ｐは小休憩。我々、狩野組は、一足先に下山開

始。15：30 美濃戸口着。温泉に入り、帰葉。21：00千葉駅着。 

個人的には久々の山、重い荷物でヘロヘロであったが、貴重な体験ができた。 

非日常を味わうことができ、サイコーな 2日間であった。先輩の皆様方、ありがとうございました！ 

以上 

※ショートムービー アイス狩野組👉👉👉（スマホ推奨） https://gopro.com/v/Ro7anyLpv3mdq 

https://gopro.com/v/Ro7anyLpv3mdq

